


























































もったもてなしが印象的だった。そのときの成果は「University Reform in Finland and Japan（Higher 
Education Finance and Management）」（2008年，丸山・アレバラ編著）として刊行された。その後も，
2011年には東京でシンポジウム「フィンランドと日本の大学改革」が開催されるなど，継続的な研
究交流につながった。
この他にも多くの研究者が丸山先生との交流のご縁で日本を訪れシンポジウムなどに参加され
た。そうした国際交流を通じて蓄積された成果は先生の多くの国際比較研究の論文に結実してい
る。誰とでも友人になれるうえ，英語が堪能な丸山先生の面目躍如たるところだ。
国立大学財務・経営センターは行政改革の対象法人となり，業務の見直しや廃止の議論が繰り返
され2012年には研究業務が廃止となったが，この間丸山先生が動揺された様子を見せられたことは
一度もない。常に泰然と構えておられたことを最後に記しておきたい。
